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本資料の取り扱いについて

本資料は当社の事業及び業界動向についての当社による現在の予定、

推定、見込み又は予想に基づいた将来の展望についても言及しています。

これらの将来の展望に関する表明は様々なリスクや不確かさが伴って

います。既に知られたもしくはいまだ知られていないリスク、不確かさその

他の要因が、将来の展望に対する表明に含まれる事柄と異なる結果を引

き起こさないとも限りません。当社は将来の展望に対する表明、予想が正

しいと約束することはできず、結果は将来の展望と著しく異なるか、さらに

悪いこともありえます。

本資料における将来の展望に関する表明は、現在利用可能な情報に

基づいて、当社により現時点においてなされたものであり、将来の出来事

や状況を反映して将来の展望に関するいかなる表明の記載をも更新し、

変更するものではありません。
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4

グループ会社一覧

三洋堂書店 三洋堂プログレ

三洋堂ホールディングス

99％ 97.5％

書店事業
フィットネス事業

保険代理店事業
ビュッフェ事業



Ⅰ．２０２４年３月期 第２四半期決算レビュー



連結損益計算書実績
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（単位：百万円、％）

ポイント
・トレカ部門や新規事業部門の売上が伸長しましたが、書店部門やその他の部門の売上高が厳
しく推移したことから、全体では減収となりました。

・一方で、新規事業の売上増加の影響から売上総利益は前年を上回りました。
・販管費も若干減少したことから、営業利益以下の損失が改善されました。
・売上高対総利益率は、３０.６％から３１.６％になりました。

23年3月期2Q 24年3月期2Q 前年差 前年比

売上高 ８,５０５ ８,３３８ △１６６ ９８.０％
売上総利益 ２,５９９ ２,６３０ ３１ １０１.２％
販売費及び一般管理費 ２,７７０ ２,７３２ △３８ ９８.６％
営業利益 △１７１ △１０１ ７０ －

経常利益 △１５７ △８０ ７７ －

当期純利益 △１６１ △８６ ７４ －
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売上高・経常利益・当期利益 推移
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連結貸借対照表実績
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（単位：百万円）

23年3月期 24年3月期2Q 前年差

流動資産 ８,７８９ ７,８８２ △９０６

固定資産 ４,１８９ ４,１７３ △１５

流動負債 ７,００６ ６,３６３ △６４３

固定負債 ３,３６８ ３,１６４ △２０３

純資産 ２,６０４ ２,５２９ △７５

総資産 １２,９７９ １２,０５６ △９２２

ポイント

・現金及び預金が１０億２６百万円減少したことから、流動資産が大きく減少しました。

・仕入債務が３億６１百万円、短期借入金が２億１０百万円減少したことなどから、流動負債
が６億４３百万円減少しました。

・長期借入金が２億２６百万円減少したことなどから、固定負債が２億３百万円減少しました。

・自己資本比率は、２０.１％から２１.０％へ上昇しました。



連結キャッシュ・フロー計算書実績
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（単位：百万円）

23年3月期2Q 24年3月期2Q 前年差

営業キャッシュ・フロー △３５７ △５１１ △１５４

投資キャッシュ・フロー △９６ △６３ ３２

財務キャッシュ・フロー ３９ △４４７ △４８６

現金及び現金同等物残高 ２,４５７ １,７０５ △７５１

ポイント

・営業キャッシュフローは、税金等調整前当期純利益が損失であり、仕入債務の増減額の減
少や未払金の増減額の減少の他、棚卸資産が増加したため、マイナスとなっております。

・現金及び現金同等物残高は、営業ＣＦがマイナスしており、加えて長期借入金と短期借入金
を返済していることから、前年同四半期と比較して、７億５１百万の減少となりました。

・有利子負債比率は、２０.６％から２２.５％へ上昇しました。



Ⅱ．２０２４年３月期 第２四半期部門別業績レビュー
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2022年

10月
11月 12月

2023年1

月
2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

既存店 94.3% 99.4% 97.9% 96.4% 95.2% 96.9% 98.6% 101.7% 101.3% 97.6% 94.0% 99.5% 96.2%

全国書店 91.9% 95.6% 92.4% 94.1% 93.7% 94.1% 93.5% 92.9% 91.9% 96.0% 92.1% 96.5% 93.9%

80%

85%

90%

95%

100%

105%

110%

既存店売上高前年比 月次推移

※全国書店の数値は、日本出版販売㈱調べ



第２四半期累計 商品部門別売上高

23年3月期2Q 24年3月期2Q 前年差 前年比

書店部門 ５,３５１ ４,７２２ △６２８ ８８.３％

文具・雑貨・食品部門 ８３０ ７５８ △７１ ９１.３％

レンタル部門 ６７５ ５２６ △１４８ ７８.０％

セルＡＶ部門 ３９９ ３６３ △３５ ９１.１％

トレカ部門 ３６７ ８４８ ４８１ ２３１.０％

古本部門 ３２４ ３０２ △２２ ９３.２％

ＴＶゲーム部門 ２５９ ２２０ △３８ ８５.３％

新規事業部門 １５４ ４３９ ２８４ ２８４.１％

その他 １４３ １５５ １１ １０８.３％

合計 ８,５０５ ８,３３８ △１６６ ９８.０％
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（単位：百万円、％）

※その他は、サービス販売事業などであります。



商品部門別売上総利益高
23年3月期2Q 24年3月期2Q 前年差 前年比

書店部門 １,３０３ １,１６２ △１４０ ８９.２％

レンタル部門 ３８３ ３１０ △７２ ８１.１％

文具・雑貨・食品部門 ２６７ ２５９ △７ ９７.０％

古本部門 １８６ １７５ △１０ ９４.２％

トレカ部門 １００ ２４３ １４２ ２４１.２％

セルＡＶ部門 ８３ ６５ △１８ ７７.５％

ＴＶゲーム部門 ５０ ３９ △１０ ７８.５％

新規事業部門 １１２ ２５１ １３９ ２２３.９％

その他 １１１ １２３ １１ １１０.７％

合計 ２,５９９ ２,６３０ ３１ １０１.２％
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（単位：百万円、％）

※その他は、サービス販売事業等です。仕入割戻を部門別に割振りしています。

※今期から、TVゲーム部門からトレカ商品を独立させ、トレカ部門といたしました。
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（１）書店部門
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・前期のコミックのヒットの反動も
あり、大変厳しい状況で推移

・コミックの新刊に左右される状
況が継続

・売上前年比
全店：88.3％、既存店：91.0％

・75店 ⇒ 70店 5店減

店
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（２）レンタル部門
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・継続的なマーケットの縮小と、動
画配信との競争が継続し、厳しい
状況が続く

・トレカ館の導入や売場転貸などに
よって、レンタル売場の撤退や縮
小を実施

・売上前年比
全店：78.0％、既存店：86.6％

・49店 ⇒ 41店 ８店減
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（３）文具・雑貨・食品部門
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・新学期から厳しい状況が継続

・玩具の売上は伸長している

・売上前年比
全店：91.3％ 既存店：95.2％

・73店 ⇒ 70店 ３店減
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（４）セルＡＶ部門
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百万円 店

・音楽配信や動画配信の影響など、
厳しい状況が続く

・映像は新作の発売が若干回復

・売上前年比
全店：91.1％、既存店：90.5％

・62店 ⇒ 62店
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（５）ＴＶゲーム部門
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・今期からトレカを分離して、ゲーム
だけのグラフとなる

・昨年にヒット作が出ているが、今
年はそれほどではない

・売上前年比
全店：85.0％、既存店87.9％

・42店 ⇒ 36店 ６店減
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（６）トレカ部門
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・当期はトレカ館を3店舗に導
入し、ホビープラネットを開
店したことから、トレカ館は
合計で20店舗となった

・期末には合計23店舗へ

・売上前年比
全店：231.0％、既存店
222.8％

・既存店には従来からトレカを
販売していた店舗を含む

・10店 ⇒ 20店 １０店増

※中古トレカの買取・販売を開
始し、デュエルスペースを備
えた店舗を、トレカ館として
います
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（７）古本部門
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・書店部門が厳しいことから、古
本部門も前年割れに

・シリーズをセット販売する「大人
買い」を全店で推進

・キャッシュレス買取も実施中

・売上前年比
全店：93.2％、既存店93.0％

・56店 ⇒ 55店 １店減
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（８）新規事業部門
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・駿河屋を桑名店に開店

・下期にも駿河屋1店を開店予定

・当第2四半期の内訳

教室（3教室）、ﾌｨｯﾄﾈｽ（9店）

ﾗﾝﾄﾞﾘｰ （1店）、カフェ（1店）

ﾋﾞｭｯﾌｪ（2店）、駿河屋（2店）

・売上前年比
全店：284.1％、
既存店：90.7％

・16店 ⇒ 18店 ２店増



書店
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商品部門別売上高構成比（占有率）
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２０２２年９月期 ２０２３年９月期

書店

62.9%

文具・雑

貨・食品

9.8%

レンタル

7.9%

セルＡＶ

4.7%

トレカ

4.3%

古本

3.8%

TVゲー

ム

3.0%

新規

1.9% その他

1.7%



Ⅲ．２０２４年３月期 開店と改装
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２０２４年３月期上期 出退店実績

２０２４年

３月期
期首 出店 閉店

店舗数
７５店

３校
１店 ３店

延床面積
36,470坪
（486坪）

45坪
（45坪）

1,514坪
（505坪）

売場面積
30,640坪
（409坪）

45坪
（45坪）

1,318坪
（439坪）

第2四半期
期末

７３店

３校

35,001坪
（479坪）

28,740坪
（394坪）

※上記の出店・閉店以外に、数店舗で改装や転貸等により、売場面積の変更を行っており
ます。

※（ ）内の数値は、１店舗当たりの平均値となります。



２０２４年３月期 上期 出退店実績

店名 開店年月 所在地 立地 延べ床面積

ホビープラネット
イオンモール常滑店

2023年9月 愛知県常滑市 インショップ型 45坪

店名 閉店年月 所在地 立地 延べ床面積

中野橋店 2023年6月 名古屋市中川区 ﾛｰﾄﾞｻｲﾄﾞ型 545坪

高月店 2023年8月 滋賀県長浜市 ﾛｰﾄﾞｻｲﾄﾞ型 515坪

八日市店 2023年9月 滋賀県東近江市 ﾛｰﾄﾞｻｲﾄﾞ型 453坪
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 出店・増床実績

 退店実績

※中野橋店と高月店は、契約期間の満了による閉店となります。

※八日市店は、賃貸物件となりました。



地域別店舗数

岐阜県, 
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愛知県, 

25

三重県, 8

奈良県, 5

滋賀県, 3

福井県, 2 その他, 3 店舗数

岐阜県 ２７店舗

愛知県 ２５店舗

三重県 ８店舗

奈良県 ５店舗

滋賀県 ３店舗

福井県 ２店舗

千葉県 １店舗

茨城県 １店舗

長野県 １店舗

合計 ７３店舗

26

２０２３年９月末現在



Ⅲ-1.開店
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ホビープラネット イオンモール常滑店

•開店日：2023年9月23日（土）

•住所：愛知県常滑市りんくう町2-20-3
イオンモール常滑2階

•売場面積：44.9坪
•デュエルスペース：最大３６席

•取扱：トレカ

アミューズメント機器

•営業時間：10時～21時
•トレカを中心とした、ゲーム・ホビーの専門店

•プラモデルとキャラくじを11月23日に販売開始



ホビープラネットイオンモール常滑店

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずはホビープラネットイオンモール常滑からです




30

イオンモールフロアマップ

月曜に更新
予定

ダイソーとなりの好立地

↑ホビープラネット

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２階のダイソーとなりの好立地です



店舗外観



トレカ館売場画像(正面側から)

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
店内の様子です。奥にデュエルスペース３６席を設置し、公認大会等も実施しています



Ⅲ-２.駿河屋
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駿河屋桑名店（２号店）

•2023年6月23日（金）リニューアルオープン

•駿河屋売場面積：200.0坪
•取扱：本・文具・ふるほん・セルAV

駿河屋

•営業時間：(書店側)   9時～22時
(駿河屋) 10時～22時

• 三重初出店、プラモ・フィギュアが地域最大級

• 駿河屋江南店に続く、２号店

• ２０２３年度は、更にもう１店舗導入する予定



外観画像



アウトレット



トレカ



プラモ



フィギュア



Ⅲ-３.トレカ館
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垂井店トレカ館導入改装

•2023年5月13日（土）オープン

•トレカ館 17号店

•トレカ館売場面積：43.9坪
•取扱：本・文具・ふるほん

レンタル・セルAV・ゲーム

トレカ（デュエルスペース【108席】）

•営業時間：9時～23時
• トレカ館【平日 1３時～21時】

【土日祝 10時～21時】



店舗外観
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知立店トレカ館導入

• ２０２３年６月１０日（土）オープン

• トレカ館 １８号店

• トレカ館売場面積：５３.４坪
• 取扱商品

販売：新品・中古トレーディングカード

買取：トレーディングカード

• デュエルスペース：最大１２０席

• 営業時間 平 日：１３：００～２１：００

土日祝：１０：００～２１：００

• その他の取扱商品とサービス
本、文具、古本、セルAV、ＴＶゲーム、フィットネス



外観画像
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駒ヶ根店トレカ館導入

• ２０２３年８月１２日（土）オープン

• トレカ館 １９号店

• トレカ館売場面積：４８.０坪
• 取扱商品

販売：新品・中古トレーディングカード

買取：トレーディングカード

• デュエルスペース：最大９６席

• 営業時間 平 日：１３：００～２１：００

土日祝：１０：００～２１：００

• その他の取扱商品
本、文具、玩具、古本、レンタル、セルAV、ＴＶゲーム



店舗外観



2024年3月期上期のトレカ館導入

店舗名 開店日 トレカコーナー
面積

デュエルスペース
席数（最大）

垂井店 2023年5月13日 43.9坪 １０８席

知立店 2023年6月10日 53.4坪 １２０席

駒ヶ根店 2023年8月12日 48.0坪 ９６席

ホビープラネット
イオンモール

常滑店
2023年9月23日 26.4坪 ３６席

47

・レンタル売場の撤退/縮小後のスペースを利用して推進。
・ホビープラネットは、トレカを中心とした新規店となります。

•2023年3月期までに、16店舗にトレカ館を導入済み
•今期も上半期に4店舗へ導入しました



Ⅲ-４．プラモ館導入



「三洋堂プラモ館」

• 人気のプラモデルだけでなく、製作用の工具
・塗料も専門店並みの豊富なアイテムを展開

• 初めてプラモデルに触れる「であいの場」

• 中・上級者がプラモデルを「より深く楽しめる
場」

※プラモデル初心者だけでなく、中級・上級の
モデラーの方にもご満足いただける売場を目指
します
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プラモ館の導入
• 新品ホビー部門の強化のためプラモデルの
売場を拡大

• 30坪の売場面積

• プラモデル専門売場＝「三洋堂プラモ館」

• 2023年6月9日（金）

三洋堂書店江南店に１号店をオープン

• 2023年8月11日（金）

三洋堂書店駒ケ根店に２号店をオープン

※プラモ館より小さい売場も数店舗で導入
50



江南店プラモ館開店

2023年6月9日オープン

・売場面積：30坪
・プラモ館 １号店
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駒ヶ根店プラモ館開店

2023年8月11日オープン

・売場面積：30坪
・プラモ館 ２号店
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Ⅳ．２０２４年３月期

今後の取り組み



Ⅳ-１．新規店のオープン
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三洋堂トレカ館 ららぽーと愛知東郷店

•開店日：2023年10月21日（土）

•住所：愛知県愛知郡東郷町
中央土地区画整理事業62街区1・3
ららぽーと愛知東郷 3階

•売場面積：27.8坪
•取扱：トレカ、アミューズメント機器

•営業時間 平 日：１０：００～２０：００

土日祝：１０：００～２１：００

•当社初のトレカ専門店

•デュエルスペースは設置しておりません



ららぽーと愛知東郷店開店

外観画像



トレカ館売場画像(正面側から)
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ららぽーと3階 フロアマップ

月曜に更新
予定

三洋堂トレカ館
→

主要テナントのエディオンのとなり





Ⅳ-２．駿河屋の導入



駿河屋の３号店を開店

• 中古ホビー売場を、「駿河屋」のフランチャイズとして導入

• ゲーム、フィギュア、プラモデル、トレカ、アニメ雑貨、ファンシー
雑貨などのアイテムがずらり

• １０月２３日（月）からプレオープンし、買取をスタート
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駿河屋香久山店（3号店）

•2023年１１月2日（木）リニューアルオープン

•住所：愛知県日進市香久山町4丁目201番地3
•駿河屋売場面積：210坪
•取扱：本・文具・ふるほん・セルAV・トレカ

駿河屋

•営業時間：(書店) 9時～22時
(駿河屋) 10時～22時

• プラモ・フィギュアなどが地域最大級

• 江南店、桑名店に続く３号店



かぐ山店駿河屋導入改装

外観画像



トレカ館カウンター

キャラグッズ売場



ガラポンorくじ

プラモデル売場



整理券を配布している様子

トレカ売場



新たな事業への参入の軌跡
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導入年月 事 業 名 店 舗 名

２００８年10月 ふるほん導入 乙川店

２０１５年10月 教育事業参入 志段味店

２０１６年11月 セルフカフェ導入 芥見店

２０１７年２月 プラモデル売場導入 駒ケ根店

２０１７年11月 フィットネス導入 志段味店

２０２０年９月 トレカ館導入 新開橋店

２０２２年９月 ﾋﾞｭｯﾌｪ事業参入 各務原鵜沼店

２０２２年12月 駿河屋導入 江南店

２０２３年６月 プラモ館導入 江南店

２０２３年９月 ホビープラネット開店 イオンモール常滑店

２０２３年１０月 三洋堂トレカ館（単独）開店 ららぽーと愛知東郷店



Ⅳ-３．トレカ館導入
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トレカ館の導入を推進
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21/3期 22/3期 23/3期 24/3期

トレカ売上高 トレカ館店舗数

百万円 店

・前期はトレカ館を9店舗で導入
し、合計で16店舗となった

・トレカ館以外でも、新品トレカ
の販売は従来から各店で実
施しております

・2023年度も、前年度並みの7
店舗をオープンする予定
（期末には合計23店舗へ）

※中古トレカの買取・販売を開
始し、デュエルスペースを備
えた店舗を、トレカ館としてい
ます
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2024年3月期下期のトレカ館導入

店舗名 開店日 トレカコーナー
面積

デュエルスペース
席数（最大）

ららぽーと
愛知東郷店

2023年10月21日 27.8坪 ―

瑞浪中央店 2023年11月18日 開店予定 未定

みのかも店 2023年12月16日 開店予定 未定
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・ららぽーと愛知東郷は、単独のトレカ専門店（新規店）となり
ます
・瑞浪中央店とみのかも店は、既存店への導入となります

•上半期に4店舗へ導入し、下期は3店舗をオープンの予定



Ⅴ．２０２４年３月期 業績予想

（2023年4月~2024年3月）
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２０２４年３月期 連結業績予想

計画 23年3月 前年差 前年比

売上高 １７,８００ １７,７９８ １ １００.０％

売上総利益 ５,５６０ ５,４３５ １２４ １０２.３％

営業利益 ５０ △２５９ ３０９ －

経常利益 ８０ △２１７ ２９７ －

当期純利益 △３０ △４９６ ４６６ －

（単位：百万円、％）

・引き続き新規店の他、駿河屋などの新規事業やトレカ館への積
極的な投資を継続する予定です。
・主力の書店部門の売上が厳しく推移すると見込まれる。
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設備投資の内訳
（５月２６日公表値から計画値を変更いたしました）

22年3月 23年3月 24年3月計画 増減

新規出店による投資 ６７ ２２ ４７ ２５

情報システム投資 ４０ ３２ ２８ △４

改装等 ４１ ７３ ３７ △３６

新規事業投資 １５ １６ ５５ ３９

その他 ５７ ８ ９５ ８７

設備投資計 ２２０ １５４ ２６２ １０８

減価償却費 ３４１ ２７１ ２１０ △６１

（単位：百万円）

・情報システムの投資計画が減少し、設備投資は当初の303百万円から262百万円に変更いたしました。

・当事業年度上期は、新店1店舗と駿河屋の出店1店、トレカ改装３店舗などの設備投資をおこないました。

・当事業年度下期は、新店１店舗に加えトレカ館の導入のほか、駿河屋への設備投資をおこなう予定です。
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設備投資 推移

19/3期 20/3期 21/3期 22/3期 23/3期 24/3期（予定）

その他 47 41 48 57 8 95

情報システム 68 122 182 39 32 28

新規出店 181 100 6 67 22 47

改装等 208 35 53 41 73 37

新規事業 367 63 19 15 16 55

262310
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220 154
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2024年３月期 投資のまとめ

• 設備投資総額 ２億６２百万円
（当初予定を修正）

• 駿河屋などの新規事業への投資を実施

• トレカ館やプラモ館の導入改装を実施

• Webサイトへの追加投資を継続し、Webマー
ケティングを推進

※上記は、保証金や経費などを除外した設備投資金額
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出退店推移

2019年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

2022年
3月期

２０２３
年

３月期

２０２４年

３月期

見込み

開店 ２店 １店 １店 ３店 ２店 ２店

閉店 ５店 ４店 ４店 １店 ３店 ４店

期末

店舗数

８０店

４校

７７店

３校

７４店

３校

７６店

３校

７５店

３校

７３店

３校

１店舗
当たり

売場面積
412坪 417坪 419坪 413坪 409坪 －

※期末店舗数のうち、校数は実際の教室数を表します。また、ワールドビュッフェの店舗数
も含みます。



２０２４年３月期 年間の出退店見込

店名 開店年月 所在地 立地 売場面積

イオンモール常滑 ２０２３年９月 愛知県常滑市 インショップ型 45坪

ららぽーと愛知東郷 ２０２３年10月 愛知県愛知郡 インショップ型 28坪

２０２４年３月期 開店 閉店

店舗数 ２店 ４店

 出店予定（確定分）

 退店予定（確定分）
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※下期にもう１店舗の閉店が予定されています。

店名 閉店年月 所在地 立地 延べ床面積

中野橋店 2023年6月 名古屋市中川区 ﾛｰﾄﾞｻｲﾄﾞ型 545坪

高月店 2023年8月 滋賀県長浜市 ﾛｰﾄﾞｻｲﾄﾞ型 515坪

八日市店 2023年9月 滋賀県東近江市 ﾛｰﾄﾞｻｲﾄﾞ型 453坪



Ⅵ．２０２４年３月期 株主還元等
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・２０２４年３月期中間期

無配といたしました。
※2017年3月期末から無配を継続しております。

２０２４年３月期末につきましても、業態転換への資金確
保を優先するため、無配を予定しております。

※何卒ご理解のほど、よろしくお願いいたします。

株主還元（配当）
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株主優待の変更について①

★三洋堂グループの株主優待

■特典その１

図書カードの進呈 （１年以上継続保有の株主様が対象）

割当基準日 保有株式数 優待図書カード

3月31日
（６月発送）

100株以上200株未満 1,000円×年１回

200株以上500株未満 2,000円×年１回

500株以上1000株未満 3,000円×年１回

1000株以上 4,000円×年１回

2023年3月31日から変更
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株主優待の変更について②
★三洋堂グループの株主優待

■特典その２

株主様優待カードを進呈

（三洋堂書店でのレンタル割引と販売割引がご利用できます）

株主様
優待ｶｰﾄﾞ

シルバー
カード

ゴールド
カード

スーパー
ｺﾞｰﾙﾄﾞｶｰﾄﾞ

プラチナ
カード

保有
株式数

100株以上

200株未満

200株以上

1,000株未満

1,000株以上

2,000株未満

2,000株以上

10,000株未満

10,000株
以上

ﾚﾝﾀﾙ割引 ２０％ ３０％ ４０％ ５０％ ６０％

販売割引 ２％ ３％ ４％ ５％ ６％

割当基準日 発送月

株主様優待カード ３月３１日 ６月発送

※以下は変更ございません

※割当基準日を９月から
３月に変更



これから三洋堂書店が目指すもの
（2008.05.28）
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ブロードバンド時代でも
顧客に必要とされる三洋堂書店

１．収益を映像・音楽コンテンツに依存しなくても
成立する三洋堂書店

２．カスタマー ソリューション ビジネスで
顧客の手間や煩わしさを解消する三洋堂書店

３．顧客に独自の「お値打ち」「御利益」「利便性」を
提供する三洋堂書店
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